
Japan Institutional Gateway(JIG)が拓く
日本の研究発信力強化
筑波大学との提携とAJUA設立

Director, Academic Partnerships, East Asia, Taylor & Francis Group

山之城チルドレス智子

2026年9月18日(金) 第19回ScholAgoraセミナー 「学術情報流通－明日を支えるシステムは何か？」
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今の時に求められる「発信力」とは何でしょうか?

AI技術の進化、オープンサイエンスの加速、そして研究評価—— 

研究環境は、かつてないスピードで変化しています。

本日は、筑波大学が発案した

Japan institutional gatewayについてご紹介させていただきます。

これからの時代に求められる研究発信方法の１つのオプションとして

具体的かつ実践的にお伝えします。

皆さまの研究が、より多くの人々に届き

より大きなインパクトを生み出すことを心より願っております。 
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We Are Taylor & Francis

• 200年以上の歴史を持つ、
国際色豊かなグローバルな学術出版社

• イギリスに拠点

• ジャーナルと書籍出版の両分野において信
頼されるインプリントを展開

• 20年以上にわたりオープンリサーチを推進
材料科学のあらゆる分野において幅広い専
門知識を持つ

• 経験豊富な出版担当者によるデータドリブ
ンな出版戦略を提供

• 世界クラスの出版サービスを提供するため
の専門知識・リソース・インフラを保有

IF 6.6 (OA)                 IF 4.7  (OA)                 IF 2.7                           IF 2.5



AI Agents4Science第1回オープンカンファレンス
スタンフォード大学主催 AIの可能性と限界の両方を理解するための実験的アプローチ

Agents4Science 2025 Virtual Conference

2025年10月22日: 
初のAI著者・AI査読者による
科学会議

AIが論文執筆と査読の両方を実施

Nature Biotechnology編集長
ノーベル賞受賞者
諮問委員会に参加

Open Conference of AI Agents for Science: 2025

第19回ScholAgoraセミナー 

https://www.youtube.com/watch?v=7pXqAeedqOo
https://agents4science.stanford.edu/
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投稿数が増加している
Growing submission volumes

大量の投稿は、AIツールの使用によって部分

的に促進されている

出版スピードを速め、よりアクセスを増やす

アクセシビリティへの要求ますますが高まっ

ている

.

研究公正・質・信頼性維持が
極めて重大な課題
Critical need to maintain research 
integrity, quality, and trust.

査読者の不正も増えていることから

査読プロセスの透明化が重要な意味を帯びる

AIの役割  
The role of AI

AIを正しく、倫理ガイドラインに従って使用すれば、

課題を解決できる可能性がある

作業効率を上げながら研究の質と信頼性を守ること

が重要

学術情報のオープン化が進む中で生成AIの急速な発展
The changing landscape of research communication

Author/Reviewer/Editor
Readerのbehavior
（行動パターン）に変化

→著者・査読者のAI使用

AIが利用統計に与える影響
図書館総合展でプレゼン Zero Click Search



Ethics case numbers and developing concerns

How rising case numbers are driven by deliberate misconduct
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2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

Data/image integrity 
concerns

Missing attributions

Plagiarism (text)

Redundant 
submissions

Authorship 
disputes/gift 
authorships

Data/image 
manipulation - co-
ordinated groups

Peer review 
manipulation - co-
ordinated groups

Undeclared competing 
interests

Research ethics - 
vulnerable participants

Paper mills

Recycled images & data

Fake "original data"

Duplicate and 
simultaneous 
submissions (paper 
mills)

Fake editor acceptance 
letters (duping of 
honest authors)

Identity theft (Guest 
editors, authors, 
reviewers)

Unverifiable authors 
and reviewers

Early signs of AI 
usage ("tortured" and 
nonsense phrases)

Online adverts of sales

Special issue integrity 
concerns

Use of LLMs (e.g., 
ChatGPT)

Recycled peer review 
reports

Compromised/fake 
stakeholders (vendors, 
guest editors)

Special issue "cartels"

Compromised 
intermediaries

Citation manipulation 
and hacking

H-index boosting

Affiliation 
buying/selling

Fictitious 
names/profiles

AI generated 
images/text/peer 
review reports

Co-ordinated 
misconduct across 
stakeholders

Source: https://insights.uksg.org/articles/663/files/66d6fe694d003.pdf

生成AI時代の学術出版：倫理問題発生事例件数の推移

テイラー＆フランシス・ジャーナル 
倫理問題発生事例数と研究インテグリティおよび出版倫理に関する懸念の発展 2017-2023

不自然な図 /あり得ない図
架空の参考文献
図のラベル誤り
本文中残されたプロンプト
査読者の不正なAI使用

LLMの使用
ChatGPT

http://sourcehttps/insights.uksg.org/articles/663/files/66d6fe694d003.pdf


Taylor & Francis 筑波大学MOUを締結 2026年7月

AJUA All Japanese University Area開設
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オープンな査読を受けて論文の質を高めたい

日本語論文でも国際的に成果を発信したい

（Scopus Index）

既存のジャーナルにはおさまらない萌芽的・学際的

領域の論文を出版したい



筑波大学

京都大学

名古屋工業大学

東海大学

筑波技術大学

福井大学

富山大学

宇都宮大学 広島大学
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筑波大学メインサポーター

Affiliate 機関
９大学

サポーター

Funder エリア

Articles from gateway Japan Institutional Gateway - F1000Research

AJUA 日本拠点の研究者であれば
誰でも投稿できるようになりました

https://f1000research.com/gateways/japan-institutional-gateway
https://f1000research.com/gateways/japan-institutional-gateway
https://f1000research.com/gateways/japan-institutional-gateway


Japan Open Science Summit 2026（JOSS2026）

2020 2022 2023 2024 2025 2026
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2020 November 18
Tsukuba Gateway

2022 August 23
Japan Institutional 
Gateway
Started Affiliate 
program

10 Affiliates

筑波大学ゲートウェイとして出発
2022年にJapan institutional 
gatewayとしてリブランド

Affliate機関モデル
機関として参加すれば投稿可能
↓
AJUA開設
日本拠点の研究者は投稿可能

All Japanese 
Universities 
Area(AJUA)

Funder Area
JST/JSPS Area

Open 
Peer 

Review

Open 
Data

Open 
Access

JIGの歴史
History of JIG

2022/23-25 Pilot period

https://joss.rcos.nii.ac.jp/
https://joss.rcos.nii.ac.jp/
https://joss.rcos.nii.ac.jp/
https://joss.rcos.nii.ac.jp/
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Faculty memberによる
既発表論文の定性的評価を行う動機から誕生

https://f1000.com/ウエルカム・米国原子力学会・欧州委員会・ビル＆メリンダゲイツ財団

Open 
Peer 

Review

Open 
Data

Open 
Access

2000年 BioMed Central創設
2002年 Faculty of 1000創設

京都大学などの9大学
JST/JSPSが参加 （2026年9月）

Publish – Review – Curate （Post Publication Peer review）

F1000 研究コミュニティのニーズから生まれコミュニティが必要な多様な機能を搭載
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AI査読パイロットゲノム分野 特定のユースケースにおける先駆的なモデル

ゲノムノート出版プロジェクト

高度に構造化された大量のゲノムノート出版を開始

ハイブリッド査読プロセス
AIがゲノムノートを執筆 → XML形式で移管
人間による迅速レビュー → 出版

PubMedが「査読合格」として承認

Data to paper : Tree of Life



研究コミュニティのIdeaから生まれた多様な機能搭載

著者の貢献後も可視化

ポポポポポポポポポポ DOI ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ

多様なArticle Type
Faculty memberによる

既発表論文の定性的評価を行う動機から誕生

HSS分野
（社会科学・人文科学）

原著論文(Research Articles)
短報(Brief Reports)
総説(Reviews)
意見論文(Opinion Articles)
コレスポンデンス(Correspondence)
エディトリアル(Editorials)

STEM分野
Research Articles
Brief Reports
Data Notes
Genome Notes
Policy Briefs
Case Studies
Case Reports
Clinical Practice Articles
Software Tool Articles
Method Articles
Study Protocols
Registered Reports
Reviews
Systematic Reviews
Living Systematic 
Reviews
Opinion Articles
Correspondence
Editorials



出典：https://f1000research.com/articles/10-230
画像取得日：2026/4/29

オープンアクセス論文の影響

国内への影響:

日本の高校生が記事を読み筑波大学に
入学
秋山教授と共同でJIG掲載論文を執筆中

国際的な影響:

海外の学生が英語要旨を読み留学を問
い合わせ

海外からインタビュー依頼

https://f1000research.com/articles/10-230
https://f1000research.com/articles/10-230
https://f1000research.com/articles/10-230


査読コメント
日本語論文
査読例

※
英語論文も
投稿可能

査読コメントも出版されDOIが付与され引用が可
能で、可視化されます。

著者と査読者のやりとりを、若手研究者に教育目
的でみていただくことを推奨しています。



https://f1000.com/

査読者の名前・コメント（DOI付）可視化されている

Visibility & credit for reviewers: 
▪ Co-reviewing 共同査読システム
▪ 査読コメントにもDOI
▪ ORCID ids：Fake reviewer防止

著者と同機関の研究者は
査読できないルール

Affliate機関から
信頼のできる査読者を
Recruitできないか検討中



https://f1000.com/

真の査読は出版後に始まる Comment on this article機能

出版された論文に
読者がコメントができる



これはF1000独自の査読判定マークです

Approved
Approved

with 

reservations

Not

approved

Version1で

２名の査読者が

（Approved）判定を出して査読通過しています。

査読者の名前が公開されていて

ORCID IDが紐づけされています

F1000では著者が査読者を推薦もできるので

憧れの先生で実名で査読され、太鼓判を押してもらうことができます

筑波大学から投稿した矢作先生のコメントです↓

Scopus 
PubMed 
DOAJ etc

①Approvedが２

②Approvedが１＋Approved with reservations２

査読通過とみなされScopusなどへのIndexが開始

Visibility & credit for reviewers: 
▪ Co-reviewing 共同査読システム
▪ 査読コメントにもDOI/引用できる
▪ 査読者はDOIを履歴書などに記載
して業績として報告

▪ ORCID ids：Fake reviewer防止

Editor in Chief, Editorはいない
Author, Reviewerのみ

F1000の公開査読



DOI の付与
Google Scholar;

accessible & citeableに索引

Open Dataが必須

出版 （公開）
 

透明性のある公開査読
（ユーザーコメント機能）

Scopus 
PubMed 
DOAJ etc

Approved
Approved

with 

reservations

Not

approved

著者が改訂

出版前チェック後直ちに公開 論文改訂
REVISE

査読通過後
索引される

公開後にオープンピアレビュー
査読者・査読プロセスの見える化

Open Data・Open Code オープンディスカッション

Publish – Review – Curate （Post Publication Peer review）

Work Flow



Article Processing Charge – APC
JIG APC

2026
Price

コストの透明性を重視

APC価格が抑えられている
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日本の即時オープンアクセス方針とJIG
Japan

OA Policy
JIG

【Japan Institutional Gateway（JIG） ＝即時オープンアクセス方針の相互性】

✓ 基礎データ：機関レポジトリにて指定のCCBYライセンスでデータ公開することを
推奨（Open Data）

✓ 論文；JIGで出版 (Open Access + Open Peer review) 
✓ CiNiiで検索可能とするための自動転送について要検討・調整

※基礎データについて、現在CC0 Public Domain DedicationもしくはCC-BY 4.0 Creative Commons Attribution Onlyの
ライセンスを使用していれば日本の機関レポジトリで公開されたデータをOpen Dataの要件を満たしているとしJIG投稿の受付
を行っています。
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JIG論文を再利用し
英語書籍出版することも奨励



査読は「ほぼ破綻」している――生成AI時代の研究成果公開を、もう一度設計
し直す：JSAI2026 企画セッション「生成AI・プレプリント時代における研究成
果公開の再設計」開催報告｜一般社団法人 情報科学技術協会（INFOSTA）

JSAI 2026 人工知能学会大会でのパネルディスカッション

林和弘様の発表

書く・読む・査読する――すでに全プロ
セスにAIが入り込んでいる以上、論点は
「使う／使わない」ではなく、「どこで
人間が責任を持ち、何を透明化し、どの
プロセスを記録するか」だ

信頼形成のかたちは分野ごとに違う
（生命科学の倫理志向、物理・数学の
30年来のプレプリント文化、人文系の
モノグラフ文化、工学の特許・再現性）

https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0
https://note.com/infosta/n/nb717c9c3c3d0


AI時代におけるオープンサイエンス

プロセスの透明性
迅速な出版

公開後の検証
再利用
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